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去る12月13日（木）、秋田ビューホテルにおいて12月
臨時総会が開催されました。通常ならば次年度の予算
のみ審議となる総会ですが、今年は規定の一部変更や
追加監事選任と盛りだくさんで、4つの議案を審議する
大事な総会となりました。
当日は総会後に例会や卒業式を控えており、17時開

会という開始時間による出席率や、予定時間30分とい
う限られた時間での進行に少々不安もありましたが、
実際は70名の正会員が参加してくださり、秋田JCの最
高決定機関である総会の意味を皆さん理解してくれた
のだと、とても嬉しくなりました。

今年は4回も総会が開催
され、JC内部が大きく揺
れた年でもあったと思い
ます。こんな年に総会担当として任務を全うできたこ
とを感謝いたします。
私は卒業してしまいますが、総会は最低2回開催され

ます。当委員会が創った「知っておきたい総会のルー
ル」は修正を重ねていただき、完全保存版としてお役
に立てれば幸いです。ありがとうございました。

総務広報委員会　委員長　国安　忍

去る12月13日（木）、12月例会ならびに卒業式が、秋
田ビューホテル光琳の間にて、行われました。例会では、
褒賞授与及び理事長バッチ・プレジデントリース交換が
厳かかつ厳粛に執り行われ、次年度理事長である長谷川
予定者の清々しくも気合の入った挨拶が印象にのこりま
した。褒賞授与式で表彰されましたメンバーの皆様、委
員会の皆様、そして優秀Jaycee賞を受賞されました川口
常任理事、本当におめでとう御座いました。
続く卒業式は、『熱い志を胸に新たな可能性を切り拓

こう』をテーマに13名の卒業生の新たな船出を祝うべく
開催されました。今年の卒業生の意外なまでの協力の下、
卒業式は進んでまいりました。経歴紹介のビデオでは、
普段あまり見ることのない仕事をしている姿が映しださ
れ、ある意味違った一面を見たような気がいたしました。

その後行われたアトラクショ
ンですが、今年も、練りに練
りひねりを加えたステージだ
ったことは、言うに及びませ
ん。アトラクション部門の皆様お疲れさまでした。
及川副理事長の心温まる送辞のあと、国安卒業生のパ

ワーポイントを使いながらの答辞、今までに無い楽しく
も、ホロットさせるような心にのこる素晴らしい答辞で
した。最後に「若い我ら」を歌う卒業生の皆さんの晴れ
晴れとした笑顔が、忘れられません。
最後に我々Jayceeは、今年卒業なされた先輩が築きあげ
たJCを汚すことなく更なる飛躍をめざしがんばって行
く所存であります。温かく見守りください。

渉外委員会　委員長　塩田　和彦
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去る12月9日（日）、秋田ビューホテルにてクリスマ
ス会を開催いたしました。メンバーのご家族に対して
本年の活動を振り返りながら感謝の意を表すと共に、
JCに対する想いを共有してもらいたく行いました。
参加人数がメンバー、ご家族で60名以上となり、当

日は歓談、ゲーム等でとても和やかな雰囲気で進める
ことができました。今年は例年と会場が変わっての設
営となりましたが、参加者、会場側のご協力により無
事終了することができました。また、今年の活動をス

ライドで上映したところ、ご家族の方々が真剣に見て
いただき、来年のJC活動も引き続き協力いただけそう
だと感じました。閉会後も皆様がにこやかで、一層思
い出深い会となりました。
最後になりますが、ゲームの商品に協賛していただ

いたメンバーに対し厚く御礼申し上げまして、クリス
マス会のご報告とさせていただきます。ありがとうご
ざいました。 副理事長　時田祐司

●1月定時総会のお知らせ
来る1月11日（金）、シャインプラザ平安閣において1

月定時総会を開催いたします。当日は16時開会と早い
スタートではありますが、2008年度をスタートする上
でとても重要な審議になります。時間厳守の上、必ず
ご出席くださいますよう何卒お願い致します。

記
【日　時】 2008年1月11日(金) 16：00～
【会　場】シャインプラザ平安閣　天翔の間

●新年例会のお知らせ
季節は日々冬の色合いを増し、2007年も終わりを迎

えようとしています。創立55周年を終え、新たなスタ
ートをきる2008年の秋田青年会議所。その門出の会と

して、恒例となります、新年例会が行われます。
2008年度は長谷川尚造理事長のもと、「今、気概をも

って　進め、誇り溢れるあきた創造のために」をスロ
ーガンに益々「明るい豊かな社会の実現」に向けて邁
進していくことになります。新年例会は、たくさんの
ご来賓・OBをお迎えし、新しい理事長をお披露目する
場であり、活動方針・新しい体制を紹介する場であり、
秋田青年会議所としてメンバー全員が2008年度を成功
させるための決起の会でもあります。
新年早々大変お忙しい時期とは存じますが、大変大

事な会です。みんなの力で会を成功させましょう。ま
た、新年例会後には懇親会もございますので、そちら
にも振るってご参加ください。お待ちしております。

【日　時】平成20年１月11日（金）18：00～
【会　場】シャインプラザ平安閣　天翔の間

●ホームページを見られない方へ
→ホームページをご覧いただくことが出来ない方はFAXにてお送りいたしますので、事務局へお問合せください。

●大好評！秋田JC便り毎週更新中！→秋田JCの今がわかる旬のブログ。今週も更新中です！是非ご覧ください。委員長の振返りも始ま

りました。



─ 3 ─

マスコミ：今年はどんな事業をやっていたか教えて下さい。
国 安：はい。秋田JCとしては、環境に配慮した打ち水大作

戦やサケ稚魚放流、青少年育成を目的とした職場体
験や人間力開発プログラムをやりました。また、県
内全体の事業となりますが人間力大賞やわんぱく相
撲などの継続事業もありました。今年はなんといっ
ても創立55周年でしたから、記念事業として室井佑
月さんの講演や大森山動物園との世代間協働事業が
目玉となりますね。国体支援としてクリーンアップ
も参加しました。

マスコミ：なるほど。いろいろやっていたようだけど、私から
見ると「ひたむきさ」がちょっと足りなかったかも
しれないなあ。何個もやるんじゃなくて、「これ
だ！」っていう事業を必死にやる。そしてその結果
を検証して一歩ずつ進む。ヒントはここにあるんじ
ゃないかいなあ。“今元気がない秋田を俺たちがな
んとかしよう！”っていう心意気が響いてくるよう
な事業がいいなあ。

国 安：そうですねえ。私もそう思います。何か具体的にあ
る方はいらっしゃいませんか？

マスコミ：私が岡山にいたときには、「桃太郎通り」で大きな
お祭りがあって、商工会もJCも街もみんなが協力し
てわいわいやるんですよ。独立性は大事だけど、
「何かできる」団体が「一緒に協力する」とより大
きな事ができるんじゃないかな。

国 安：タイアップですね。秋田はやっているようでやって
いない風に見えるんですね。

マスコミ：数年前からやっているPMAってあるじゃない。あれ
なんかたくさん人が集まるいい素材だと思うけど、
JCとの繋がりはないのかな？　今年は日赤跡地でも
コンサートをやっていたけど、場所が離れててバラ
バラなんだよね。

国 安：PMAはTOYPの受賞団体です。せっかく同じ日にや
るんならJCが中に入ってもっとヨコの連携を良くし
ろってことですね。

マスコミ：そうそう、高校生のブラスバンドの集まりみたいな
のも最近あったじゃない。若者を巻き込めたら動員
数が上がるよね。器（会場と宣伝）は行政から用意
してもらって、実行部隊は民間。官民一体となって
やるってかなり効果あると思うな。

国 安：ああ、そうですね。常禅寺JAZZフェスはJCがからん
でないですが、PMAはJCが関係してやっている。い
い宣伝ですね。街の活性化に寄与するにはもってこ
いですね。

マスコミ：コツコツって言うスタンスで行くなら、空洞化して
ると言われている駅前で週末誰かが何かをやってい
たらいいんじゃない？　「あそこへ行けば何かやっ
てる」って言うイメージが大事だと思うよ。皆さん
のコネクションでちょっと有名な人とか連れて来れ
るでしょう。若い人の発表の場も少ないし。そうい
う人をプロデュースしてあげられないかなあ。

国 安：アトリオンやアルヴェでのコンサートでは満席にな

ったりしますものね。官民一体となって、そこだけ
で終わらない「何か」が必要なんですね。

マスコミ：でも、行政が何をどこまでやってくれるかは疑問だ
ね。せっかくいい計画を立てているのに、融通が利
かなくて流れてしまったり縮小してしまったりした
経験がたくさんある。いいことは民間だけで盛り上
げて行けばいいじゃない。さっきの何かやってる先
には「JCメンバーがいる」と思わせなければいけな
いんだよね。

国 安：その通りですね。褒めてほしいわけではないけれど、
秋田が活性化したときに「誰がやったかわからない
けど良かったね」では本末転倒ですよね。

マスコミ：1年単位で変わっていくJCには難しいかもしれない
けれど、何年計画とかで大きな構想を立てて発表し
たらどうかな。自分に厳しくするためにも、秋田市
を活性化するための「グランドプラン（こうしたい）」
なんていうものを作って、その経過も誰もが確認で
きて、意見も言える。そこに実現性はなくても手を
挙げた責任が生まれる。でも市民も巻き込める。自
分たちの街を自分たちで良くしていこうっていう連
帯感みたいなものが生まれるんじゃないかな。

国 安：はあ～壮大ですね。でも実現すれば、今のように
「ここ空いたから駐車場作ろう」とか「便が悪いか
ら美術館移動しよう」なんていう繋がりのない計画
は出てこなくなりますね。

マスコミ：ヨーロッパの街並みや金沢・富山の例を見ても、全
体を見て手をつけているじゃない。そういうのを見
てぜひ秋田に提言してほしいなあ。魅力ある街にな
ると思うよ。「何のためにそこに人を集めるのか」
っていうコンセプトをきちんと踏まえた上でイベン
トをやるのは全然悪くないんだから。

国 安：若いメンバーの斬新な提言が重要ってことですね。
来年の春にNHKがある東口に人を持って行かれない
よう努力していかなければなりませんね（笑）

古 谷：私から一言いいでしょうか。実は来年の広報担当と
して、JCニュースはどうあるべきか悩んでまし
て・・・。報道関係の皆様は「平等」とか「自分の
意見」とかどう考えて伝えていますか？

マスコミ：そんなの語っていたら朝になっちゃうよ（笑）。
我々には常に様々なしがらみがついて回るけど、JC
ニュースは今のまま、思いっきり想いを載せていこ
うよ。

国 安：そんなこと考えたこともありませんでした。今更で
すけどね（笑）。どうか来年も秋田JCを、後任の古
谷委員長をよろしくお願いいたします。一年間あり
がとうございました。

出席者：NHK放送部長・AKT報道制作局専任局長・ABSアナウンサー・AABシニアプロデューサー・秋田魁新報報道
本部長・共同通信秋田支局長・時事通信社秋田支局長・産経新聞社秋田支局長・河北新報社秋田総局長・FM椿台代
表取締役・秋田コミュニティ放送FM765元パーソナリティー　　　聞き手：国安忍　総務広報委員長

本年は本当にお世話になっております。今まで一
対一でお話を伺っていましたが、今回は皆さんと
楽しく歓談したいと思います。さて、秋田を元気
にするために来年以降JCはどう関わっていくべき
でしょうか。自由にお話ください。
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2007年も押し迫り、総務広報委員として活動してき
た私の最後の仕事となりました。皆様のおかげで無事
卒業し、JCニュースも最終号を発行することができま
した。

計画された事業の殆どを終え、今年も残すところあ
と僅かとなって参りました。
創立55周年という節目を迎え、多くの皆様との出会

いを通じて今年のLOMスローガンの一部にありました
「青年ＲＡＳＩＫＵおおらかな風」を吹かせ続けること
ができました。これも、我々の事業趣旨にご賛同を賜

りました市民の皆様、そしてOB会の皆様のご協力によ
るものと心より感謝申し上げます。
年が明けると2008年度の秋田JCがスタートいたしま

す。9月より延べ10回の予定者会議を経て基本理念・事
業計画が決定いたしました。
2008年度秋田JCのスローガンは

●秋田JCじゃがいもクラブ
第4回懇親会（納会）実施
平成19年11月26日に料亭濱乃家において第4回のじゃ

がいもクラブ懇親会を開催致しました。
本来であれば、第4回懇親競技会を開催し、その後に納
会という段取りでした。しかし、天候が不順であった
事などもあり、懇親会のみの開催という事になりまし
た。懇親会のみの開催にも関わらず、総勢17名のご参
加をいただきました。
本年度理事長である進藤文仁君（じゃがいもクラブ

会員）、そして次年度理事長予定者である長谷川尚造君
も参加をいただき、ＬＯＭとじゃがいもクラブに対す
る想いなどを語っていただきました。
また、次年度秋田ブロック会長となる進藤君からは、

じゃがいもクラブの会員として、公務と重ならない限
り出席したいとの表明もあり、大いに盛り上がりまし
た。

今後の会の盛
り上がりを期す
る運営規則(案)
についても、事
務局長である私
米澤よりたたき
台の報告をさせ
ていただき、多
くのご指摘部分
を頂戴しまし
た。貴重なご意
見を収集し、本案をまとめあげ、次年度からの運営が
より一層スムーズで参加者が多くなる事を期待してい
ます。
ご参加いただきました皆様、そして１年間関与いた

だきました皆様に感謝申し上げます。
秋田JCじゃがいもクラブ　事務局長　米澤弘晃

●竿燈同好会・納会を開催しました
去る11月24日（土）、大町「第一会館」にて2007年度

ＪＣ竿燈同好会納会を開催致しました。
現役メンバーの他、OBメンバーを始め上亀ノ町、国際
教養大学、一般メンバーの方々にも御参加いただき、
総勢44名で今年の竿燈まつりの労をねぎらいました。
今川代表が次年度に向けての熱い抱負を語り、6名の卒
業生の楽しいあいさつ（漫談？）や各賞表彰式等もあ
り、終始和やかな雰囲気で盛り上がりました。最後は
JC竿燈同好会と国際教養大学竿燈会の「妙技会ダブル
優勝！」を目標に掲げ、一致団結する事を誓い、幕を
閉じました。

「今、気概を持って　進め、誇り溢れるまちあきた創造のために」

2008年度理事長予定者　長谷川　尚造

であります。青年経済人としての真の使命を自覚し、
メンバー一人ひとりが確固たる気概をもって市民の皆
様と共に社会変革運動を推進し、郷土あきたが誇り溢
れるまちになることを目指して１年間頑張って参りた

いと思います。2008年度理事長としての重責を全うす
べく、一年間意を決して参る所存です。皆様より本年
同様のご理解・ご協力を賜りますよう、心よりお願い
申し上げます。

本年度の竿燈同好会を支えてくださいました皆様、
本当にありがとうございました。来年も頑張って参り
ますので、変わらぬご支援よろしくお願い致します。

竿燈同好会　　岡部　徹

本当にありがとうございました。新年例会は「OB」
として出席いたします。よろしくお願いいたします。
団体優秀賞ありがとうございました。

総務広報委員会　委員長　国安　忍


